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株式会社グリーンメッセージの紹介 

株式会社グリーンメッセージ 
 

所在地 神奈川県大和市下鶴間2415 
設立 2013年12月3日 
資本金 1億円（QP51％:全農49％） 

事業内容 業務用カット野菜等の青果加
工品の製造・販売 

経営理念 野菜加工をつうじて、お客様・
産地・地域の皆様に健康を提
供いたします。 

本社工場 
 

所在地 神奈川県大和市下鶴間2415 
敷地面積 4,084坪 
延床面積 1,200坪 
生産能力 5,000㌧／年（製品） 
操業開始 2015年4月 
生産品目 業務用サラダ野菜 
コンセプト 屋内荷卸しや低温加工の実現

でコールドチェーンを進化させる 

青果加工品の製造・販売をおこなう 
合弁会社を全農と設立 

 

お互いの得意な分野を活かせる 

「業務用サラダ野菜」で事業開始 

《グリーンメッセージ設立の目的》 
 

サラダまわり市場の活性化と 
国産野菜の消費拡大 

 

食の外部化とライフスタイルの変化による 

カット野菜市場の急拡大が背景 
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キユーピーグループの理念 5/20 



重点課題 課題解決ストーリー SDGsとの紐付け 

健康寿命 
延伸への貢献 

・サラダ(野菜)と卵の栄養機能で中高年の生活  
 習慣病予防や高齢者の低栄養状態を改善します 

子どもの心と体の
健康支援 

・サラダ(野菜)と卵を活用した食育や共食の 
 体験の場を提供します 
・子どもや子育て家族への食を通じた支援により、子 
 どもと家族・社会とのコミュニケーションを応援します 

資源の有効活用
と 

持続可能な調達 

・食資源を余すことなく有効活用し、食品廃棄を
削減します 
・農業生産者との取り組みで、持続可能な農業を支 
 援します 

CO2排出削減 
（気候変動への対応） 

・原料調達から商品の使用・廃棄まで、サプライ   
 チェーン全体を通したCO2排出削減を実現します 

ダイバーシティ 
の推進 

・新しい働き方を創出し、多様な人材が働きやすく成 
 長できる環境をつくり､新たな社会価値を生みだしま 
 す 

私たちはグループ理念と規範を遵守し 
持続可能な社会の実現に貢献するとともに 

グループの持続的な成長の基盤としてCSR活動を推進します 

５つのCSR重点課題 6/20 



ロス 

ロス 

ロス 

ロス 
ロス 

ロス 

食糧 
 

生産 

原料 
 

調達 

加工 
 

製造 

保管 
 

輸送 

流通 
 

販売 
消費 

摘果・選別 

格外選別 
 

保管中の痛み 

加工残渣 

売れ残り 
 

食べ残し 

食べ残し 
 

期限切れ 

バリューチェーンにおけるフードロスのイメージ  

「食」のバリューチェーンが 持続不可能 に… 

食料ロス 食料廃棄 フードロス 

食資源のムダ遣い ⇒ 資源枯渇 

期限切迫 
 

需給見込み違い 

※「量」をイメージしたものではありません 
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ロス 
ロス 

ロス 
ロス 

ロス 
ロス 

食糧 
 

生産 

原料 
 

調達 

加工 
 

製造 

保管 
 

輸送 

流通 
 

販売 消費 

摘果・選別 

格外選別 
 

保管中の痛み 

加工残渣 

卵殻 

販売期限 
 

食べ残し 

食べ残し 
 

期限切れ 

私たちの取り組み 事例①（マヨネーズ・鶏卵） 

期限切迫 
 

需給見込み違い 

鶏
卵 

＜卵殻の有効利用＞ 
◆土壌改良剤として 
 

  畑に施肥し高品質の野菜を 

◆Ca強化原料として 
 

  食品やサプリメントに 

◆石灰の代替品、摩擦材として 

チョーク 
タイヤの 
滑り止め 

＜賞味期間の延長＞ 
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私たちの取り組み 事例②（キャベツ） 

ロス 
ロス 

ロス 
ロス 

ロス 
ロス 

食糧 
 

生産 

原料 
 

調達 

加工 
 

製造 

保管 
 

輸送 

流通 
 

販売 消費 

摘果・選別 

格外選別 
 

保管中の痛み 

加工残渣 

（未利用部） 

売れ残り 
 

食べ残し 

食べ残し 
 

期限切れ 
期限切迫 

 

需給見込み違い 

キ
ャ
ベ
ツ 

畑に施肥⇒資源循環 

＜染料の原料＞ ＜堆肥＞ 

外葉 芯 

新たな取り組み 

＜乳牛用飼料＞ 

（商品名：ベジレージ） 
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【三方よし】 

牛の飼料に着目した理由 

国・政府 

飼料自給率のup 
現状25％⇒目標35％ 

酪農家 

安価・安定な飼料 
餌代：経営コストの5割 

地球環境 

廃棄物の削減 
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 肥料  飼料  染料

処理量 〇 〇 ×

付加価値 △ 〇 〇

エコフィード 



酪農家のニーズと課題 

まずは、お客様（酪農家）の声を集めよう！ 

①安全・安心な飼料が欲しい 

②牛がよく食べる飼料が欲しい 

③安定供給して欲しい 

イベント セミナー 大学 
飼料

メーカー 牧場 

？ 

課
題 
11/20 

草食動物の牛に
最適では？ 



課題① 「安全・安心な飼料が欲しい」 

動物由来たんぱく質の混入禁止 
（牛海綿状脳症（BSE）の発症防止のため） 

通常の食品残渣では、この保証が難しい 

カット野菜工場なので、
野菜のみを使用 

牛用飼料は、 

減容化・減量化 
硝酸態窒素の低減 
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キャベツやレタス 
の未利用部 

粉砕・脱水 発酵 

長期保管可能な 
発酵飼料(サイレージ) 



課題② 「牛がよく食べる飼料が欲しい」 

嫌いな餌はほとんど食べない 
 ⇒痩せて、乳量が落ちる 

飼料としての有用性が高い 

東京農工大学 
畜産学研究室 
との共同研究 

摂食量20%増 

(kg/日) 

乳量10%増 

(kg/日) 

乳牛5 頭に飼料の 
一部をキャベツに置換え 
2週間食べさせた 

（第124回日本畜産学会発表内容） 
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③安定供給して欲しい 

・1日500 kg以上 
・保存性がよく 
・ハンドリングの良い形態 

課題③ 「安定供給して欲しい」 

腐る 腐る 腐る 汁漏れる 

500 kg 

0.5 kg～ 
実験室サイズ 

これまでは 

【スケールアップ】 
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いつ腐った？ 
pHはいくつ？ 

中身はどうなっている？ 

~原因＆対策～ 

初菌数 

初期pH 

水分率 

菌叢 

糖含量 

酸素濃度 

【発酵の制御因子】 

腐敗 

良質な発酵 

対
策 

スケールアップ成功！ 

【原因究明】 

etc. 
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商品名： 

ベジレージ 
（600 kg/袋) 



まとめ：ベジレージの製造~供給 

トラックで輸送 配合飼料の一部 
として乳牛に給餌 

これまでは、 
産業廃棄物 

野菜未利用部飼料 
『ベジレージ』の完成 

未利用部 乾燥資材等のブレンド グリーンメッセージ 

粉砕・脱水 
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発酵 



今後の展望 

野菜の圃場廃棄にも対応 

野菜系廃棄物「０」 
を目指して 

グループ2工場で実施中（2018年10月現在） 

持続可能な開発目標（SDGｓ） 
 ：2030アジェンダ 

12.5：2030年までに廃棄物
の発⽣防⽌、削減、再⽣利⽤
及び再利⽤により、廃棄物の
発⽣を⼤幅に削減する。 

2030年に向け全国へ展開 
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キユーピーの社会・環境報告書 18/20 



外部への発信 

都内中学校での 
環境について考える講話 

弊社見学施設での環境イベント 

産業廃棄物セミナー 
での講演（豊田市） 

学びのフェス 
（食や環境などの出前授業） 野菜で染めた 

あずま袋 

食の安全と安心
フォーラム 
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卵の殻でフォトフレームを作ろう！ 



今後に向けて 

社会課題の解決に取り組み、 

持続可能な社会の実現に貢献していきます 

ご清聴ありがとうございました 

20/20 


